
(57)【要約】

【目的】　入力方式に静電容量型タッチパネル装置を採

用し、２方式のスイッチ機構を変え、部品点数を削減し

、同時にスイッチの自由なレイアウトも可能にする事に

ある。

【構成】　パネル部のＰＥＴフィルムを拡張しその部分

に不透明スイッチ電極を印刷した電極シートを、アクリ

ル板又はガラス板に透明接着剤で貼り付けたタッチパネ

ルであり、上記タッチパネルのスイッチに対し、導通部

材が接触状態と非接触状態時の各スイッチの静電容量変

化量を計測する演算回路と、変化量を記憶する不揮発性

メモリを搭載した、制御基板からなる静電容量型タッチ

パネル装置。

【選択図】図８　　　　
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
静 電 容 量 型 タ ッ チ パ ネ ル に お い て 、 パ ネ ル 部 の Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム を 拡 張 し 、 そ の 部 分 に 不 透
明 ス イ ッ チ 電 極 を 印 刷 し た 電 極 シ ー ト を 、 ア ク リ ル 板 又 は ガ ラ ス 板 に 貼 り 付 け た タ ッ チ パ
ネ ル で あ り 、 上 記 タ ッ チ パ ネ ル の ス イ ッ チ に 対 し 、 静 電 容 量 結 合 す る 導 通 部 材 が 、 接 触 状
態 と 非 接 触 状 態 時 に ス イ ッ チ の 静 電 容 量 変 化 量 を 計 測 す る 演 算 回 路 と 、 変 化 量 を 記 憶 す る
不 揮 発 性 メ モ リ を 搭 載 し た 制 御 基 板 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 静 電 容 量 型 タ ッ チ パ ネ ル 装
置 。
【 請 求 項 ２ 】
静 電 容 量 型 タ ッ チ パ ネ ル ス イ ッ チ は 、 タ ッ チ パ ネ ル 付 き モ ニ タ に 内 蔵 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 記 載 の 静 電 容 量 型 タ ッ チ パ ネ ル 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 タ ッ チ パ ネ ル の ス イ ッ チ は 、 導 通 部 材 が 接 触 す る 部 分 に 点 字 を 設 け た シ ー ト を 貼 付 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ の 何 れ か に 記 載 の 静 電 容 量 型 タ ッ チ パ ネ ル 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 電 極 シ ー ト は フ ィ ル ム で 構 成 さ れ 、 曲 面 に 配 置 可 能 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
乃 至 請 求 項 ３ の 何 れ か に 記 載 の 静 電 容 量 型 タ ッ チ パ ネ ル 装 置 。
　 　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 入 力 方 式 に 静 電 容 量 結 合 方 式 を 採 用 し た タ ッ チ パ ネ ル 装 置 に 関 す る も の で あ
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 タ ッ チ パ ネ ル 付 き モ ニ タ の 入 力 部 に は 、 抵 抗 膜 方 式 の タ ッ チ パ ネ ル が 搭 載 さ れ て い
る 場 合 が 多 い 。 一 般 的 な 抵 抗 膜 方 式 の タ ッ チ パ ネ ル は 、 図 1に 示 す よ う に ガ ラ ス 板 と Ｐ Ｅ
Ｔ フ ィ ル ム 両 方 の 表 面 に Ｉ Ｔ Ｏ 透 明 電 極 を 蒸 着 し 、 互 い に 向 き 合 わ せ ス ペ ー サ を 間 に 挟 ん
で 間 隔 を 設 け 、 指 で 押 し た こ と で 入 力 出 来 る 仕 組 み に な っ て い る 。
　 し か し 図 ２ で 示 す よ う に タ ッ チ パ ネ ル 付 き モ ニ タ は 、 表 示 状 態 （ 輝 度 や コ ン ト ラ ス ト ）
を 変 更 す る た め に 表 示 装 置 下 部 に フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー が 有 り 、 タ ク ト ス イ ッ チ 等 の メ カ ニ
カ ル ス イ ッ チ が 使 用 さ れ て い る 。 タ ッ チ パ ネ ル で 輝 度 や コ ン ト ラ ス ト を 調 整 す る に は 、 表
示 状 態 に よ り 操 作 で き な い 場 合 も 発 生 し 、 タ ク ト ス イ ッ チ 等 の 別 ス イ ッ チ を 設 け 変 更 出 来
る 方 式 を 採 用 し て い る 。 そ の た め フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー 部 は 、 タ ッ チ パ ネ ル と は 別 な ス イ ッ
チ 機 構 が 必 要 と さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ９ － ２ ４ ４ ８ １ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 っ て 従 来 の 方 式 で は 、 ス イ ッ チ 機 構 と し て タ ッ チ パ ネ ル と メ カ ニ カ ル ス イ ッ チ の ２ 方
式 で 構 成 さ れ 、 そ れ に 伴 い 制 御 回 路 も ２ 種 類 必 要 と な っ て い た 。 更 に 、 使 用 環 境 に よ っ て
は 、 表 示 装 置 （ 液 晶 パ ネ ル や Ｃ Ｒ Ｔ デ ィ ス プ レ ） の 両 サ イ ド に 予 め 登 録 さ れ た 固 定 項 目 選
択 ス イ ッ チ を 搭 載 し て い る 装 置 も あ る 。 そ の 場 合 メ カ ニ カ ル ス イ ッ チ で は 、 ス イ ッ チ の 形
状 や 高 さ 及 び 配 置 に 制 限 が 多 く 使 い づ ら い 。 そ こ で 本 発 明 の 目 的 は 、 入 力 方 式 に 静 電 容 量
型 タ ッ チ パ ネ ル 装 置 を 採 用 し 、 ２ 方 式 の ス イ ッ チ 機 構 を 変 え 、 部 品 点 数 を 削 減 し 、 同 時 に
ス イ ッ チ の 自 由 な レ イ ア ウ ト も 可 能 に す る 事 に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 静 電 容 量 型 タ ッ チ パ ネ ル に お い て 、 パ ネ ル 部 の Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム を 拡 張 し 、 そ の 部 分 に 不
透 明 ス イ ッ チ 電 極 を 印 刷 し た 電 極 シ ー ト を 、 ア ク リ ル 板 又 は ガ ラ ス 板 に 貼 り 付 け た タ ッ チ
パ ネ ル で あ り 、 上 記 タ ッ チ パ ネ ル の ス イ ッ チ に 対 し 、 静 電 容 量 結 合 す る 導 通 部 材 が 、 接 触
状 態 と 非 接 触 状 態 時 に ス イ ッ チ の 静 電 容 量 変 化 量 を 計 測 す る 演 算 回 路 と 、 変 化 量 を 記 憶 す
る 不 揮 発 性 メ モ リ を 搭 載 し た 制 御 基 板 か ら な る 静 電 容 量 型 タ ッ チ パ ネ ル 装 置 で あ る 。
　 尚 、 本 願 明 細 書 で は 導 通 部 材 と し て 、 人 間 の 指 を 用 い て 説 明 す る こ と と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば タ ッ チ パ ネ ル 付 き モ ニ タ の ス イ ッ チ 構 成 に 於 い て 、 タ ッ チ パ ネ ル と タ ク
ト ス イ ッ チ の ２ 重 構 造 を 無 く し 、 更 に 可 動 部 の あ る メ カ ニ カ ル ス イ ッ チ が 無 い た め 、 経 年
変 化 や 接 触 不 良 に よ る 誤 動 作 が 無 く 信 頼 性 の 高 い タ ッ チ パ ネ ル が 実 現 で き る 。 併 せ て 、 表
面 に ス イ ッ チ の 突 起 等 が 無 く 、 シ ー ル で ス イ ッ チ 形 状 を 表 現 で き 固 定 項 目 の 変 更 も 簡 単 に
行 え 、 低 コ ス ト も 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 図 ７ の シ ス テ ム 構 成 図 で 示 す 通 り パ ネ ル 部 と 制 御 部 か ら な る 。 パ ネ ル 部 は 、
Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム に Ｉ Ｔ Ｏ 透 明 電 極 と 銀 ペ ー ス ト 電 極 を 印 刷 し た 拡 張 電 極 シ ー ト （ 図 ５ ） を
作 成 し 、 そ の 電 極 シ ー ト を ガ ラ ス 板 又 は ア ク リ ル 板 （ 誘 電 体 ） に 、 透 明 な 接 着 剤 を 用 い て
張 り 付 け た 構 造 に な っ て い る 。 （ 図 ６ ） 。
　 拡 張 電 極 シ ー ト 構 造 は 、 ス イ ッ チ 電 極 と 不 透 明 ス イ ッ チ 電 極 か ら 構 成 さ れ る 。 透 明 ス イ
ッ チ 電 極 及 び 不 透 明 ス イ ッ チ 電 極 は 、 人 の 指 が 隠 れ る く ら い の 円 又 は 四 角 形 で 形 成 し 、 Ｇ
Ｎ Ｄ パ タ ー ン は パ ネ ル 周 辺 に 這 わ し ノ イ ズ 低 減 と 信 号 レ ベ ル の 安 定 化 を は か る 事 を 目 的 と
す る 。 拡 張 電 極 シ ー ト の 構 造 図 を 図 ８ に 示 す 。 接 続 端 子 は 、 Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム 上 の 1層 目 に
銀 ペ ー ス ト で 印 刷 し 、 ２ 層 目 に 接 続 端 子 保 護 の た め カ ー ボ ン で 印 刷 し た ２ 層 構 造 で 形 成 さ
れ る 。
　 リ ー ド パ タ ー ン １ と 透 明 ス イ ッ チ 電 極 は 、 表 示 エ リ ア 内 で 下 か ら の 表 示 が 見 え る よ う に
Ｉ Ｔ Ｏ 透 明 電 極 で 印 刷 す る 。 リ ー ド パ タ ー ン ２ と 不 透 明 ス イ ッ チ 電 極 は 、 非 表 示 エ リ ア の
た め 透 明 の 必 要 が 無 く 抵 抗 値 の 低 い 銀 ペ ー ス ト の 印 刷 を す る 。
　 制 御 部 は 、 ス イ ッ チ 電 極 （ 以 降 透 明 ス イ ッ チ 電 極 及 び 不 透 明 ス イ ッ チ 電 極 を 併 せ て ス イ
ッ チ 電 極 を 指 す ） を 順 番 に 切 り 替 え て 発 振 回 路 に 接 続 す る た め の ア ナ ロ グ ス イ ッ チ タ イ プ
の マ ル チ プ レ ク サ と 、 周 波 数 が 可 変 出 来 る 発 振 回 路 、 し き い 値 デ ー タ を 記 憶 す る た め の 不
揮 発 性 メ モ リ 、 波 形 の 幅 が 計 測 で き る イ ン プ ッ ト キ ャ プ チ ャ 機 能 が 内 蔵 さ れ た Ｃ Ｐ Ｕ で 構
成 す る 。
　 こ の 静 電 容 量 型 タ ッ チ パ ネ ル の 動 作 原 理 を 図 ９ に 沿 っ て 説 明 す る 。 ま ず 図 ９ の ブ ロ ッ ク
図 に 於 い て プ ロ グ ラ ム で 指 定 し た ス イ ッ チ 電 極 と 発 振 回 路 を 接 続 さ せ る た め に 、 Ｃ Ｐ Ｕ の
Ｉ ／ Ｏ 端 子 よ り ス イ ッ チ 電 極 切 り 替 え 回 路 に 対 し 制 御 信 号 を 出 力 す る 。 こ の ス イ ッ チ 電 極
切 り 替 え 回 路 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ の Ｉ ／ Ｏ 端 子 よ り 制 御 信 号 に ” １ ” （ デ ジ タ ル 的 に ハ イ レ ベ ル ）
を 出 力 す れ ば ス イ ッ チ 電 極 と 発 振 回 路 を 接 続 し 、 制 御 信 号 に ” ０ ” （ デ ジ タ ル 的 に ロ ー レ
ベ ル ） を 出 力 す れ ば ス イ ッ チ 電 極 は Ｇ Ｎ Ｄ 信 号 に 接 続 す る 機 能 を 有 し て い る 。
　 次 に 静 電 容 量 型 タ ッ チ パ ネ ル を 内 蔵 し た 実 際 の タ ッ チ パ ネ ル モ ニ タ を 使 い 、 ス イ ッ チ が
特 定 さ れ る ま で の 手 順 を 説 明 す る 。 各 ス イ ッ チ の Ｏ ｎ ／ Ｏ ｆ ｆ レ ベ ル を 規 定 す る た め に 次
の ２ 点 を 実 施 す る 。 ま ず 始 め に 、 パ ネ ル に 指 が 触 れ な い 非 接 触 状 態 で 、 プ ロ グ ラ ム に 従 い
Ｃ Ｐ Ｕ は Ｉ ／ Ｏ 端 子 よ り 制 御 信 号 を 出 力 し 、 ス イ ッ チ Ｔ １ ～ Ｆ ３ （ Ｔ １ ～ Ｔ ９ 、 Ｓ １ ～ Ｓ
６ 、 Ｆ １ ～ Ｆ ３ の 順 番 ） ま で 発 振 周 波 数 を 測 定 し 、 各 ス イ ッ チ Ｏ ｆ ｆ 状 態 の 発 信 周 波 数 を
Ｃ Ｐ Ｕ に 接 続 さ れ た 不 揮 発 性 メ モ リ に 記 憶 す る 。 次 に パ ネ ル に 指 １ 本 を 載 せ て 同 様 に ス イ
ッ チ Ｔ １ ～ Ｆ ３ ま で 周 波 数 を 測 定 し 、 各 ス イ ッ チ Ｏ ｎ 状 態 の 発 信 周 波 数 を 不 揮 発 性 メ モ リ
に 記 憶 す る 。 こ の 測 定 に よ り 各 々 容 量 変 化 が 違 う ス イ ッ チ で も Ｏ ｎ ／ Ｏ ｆ ｆ レ ベ ル が 判 断
で き 誤 認 識 せ ず Ｏ ｎ ／ Ｏ ｆ ｆ の 判 定 で き る 。
　 実 際 に 人 の 指 が ス イ ッ チ 電 極 に 近 づ く と 、 ス イ ッ チ 電 極 の 静 電 容 量 が 増 加 す る 。 人 間 は
元 々 容 量 が １ ０ ０ ｐ Ｆ 程 度 持 っ た 導 体 で あ り 、 ス イ ッ チ 電 極 に 導 体 で あ る 人 の 指 が 近 づ く
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と 静 電 誘 導 現 象 が 発 生 し 静 電 容 量 が 増 加 す る 。 発 振 回 路 は 、 増 加 し た 静 電 容 量 の 変 化 を 検
知 し 容 量 の 増 加 に 追 従 し て 発 信 周 波 数 が 変 化 す る 。
　 制 御 部 で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ に 内 蔵 さ れ た イ ン プ ッ ト キ ャ プ チ ャ 機 能 を 利 用 し て 発 振 周 波 数 を 測
定 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ は 、 Ｉ ／ Ｏ 端 子 よ り 切 り 替 え ス イ ッ チ 回 路 を 制 御 し ス イ ッ チ Ｔ １ ～ Ｆ ３ ま
で 順 番 に 発 信 周 波 数 を 測 定 す る 。 今 回 測 定 し た 発 信 周 波 数 と 最 初 に 不 揮 発 性 メ モ リ に 記 憶
し て お い た 各 ス イ ッ チ の Ｏ ｎ ／ Ｏ ｆ ｆ 時 の 発 信 周 波 数 を 比 較 す る と 、 指 が 近 づ い た ス イ ッ
チ だ け が 周 波 数 が 低 下 す る 。
　 こ の 原 理 に 基 づ き 、 人 間 の 指 が ど の ス イ ッ チ 電 極 の 上 を 触 っ た か が 判 断 出 来 、 ス イ ッ チ
機 能 と 場 所 が 確 定 で き る 為 静 電 容 量 型 タ ッ チ パ ネ ル が 実 現 可 能 と な る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 本 発 明 を 具 体 化 し た 一 実 施 例 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 ス イ ッ チ 切 り 替 え
回 路 に つ い て 、 図 ９ に 沿 っ て 説 明 す る 。 ス イ ッ チ 電 極 Ｔ １ と 発 振 回 路 １ を 接 続 す る 時 は 、
Ｃ Ｐ Ｕ ２ の Ｉ ／ Ｏ 端 子 ３ か ら 制 御 信 号 に ” １ ” を 出 力 し そ の 他 の ス イ ッ チ 電 極 Ｔ ２ ～ Ｆ ３
ま で は 制 御 信 号 に ” ０ ” を 出 力 す る 。 こ の 状 態 の 時 は 、 ス イ ッ チ 電 極 切 り 替 え 回 路 ４ に よ
り ス イ ッ チ 電 極 Ｔ １ と 発 振 回 路 を 接 続 し ス イ ッ チ 電 極 Ｔ ２ ～ Ｆ ３ は Ｇ Ｎ Ｄ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 次 に 図 １ ０ の 発 振 回 路 は 、 Ｔ Ｌ Ｃ ５ ５ ５ で 非 常 に 一 般 的 な Ｃ － Ｍ Ｏ Ｓ タ イ プ の タ イ マ ー
Ｉ Ｃ で あ る 。 発 振 周 波 数 の 計 算 式 は メ ー カ の デ ー タ シ ー ト よ り 提 示 さ れ て お り 、 ｆ ＝ １ ．
４ ４ ／ （ Ｒ １ ＋ ２ × Ｒ ２ ） × Ｃ １ で 定 数 を 代 入 す る と 求 め る こ と が 出 来 る 。 今 回 は 、 一 般
的 な Ｃ Ｐ Ｕ で 測 定 可 能 な １ ０ ０ ｋ Ｈ ｚ 程 度 の 発 振 周 波 数 が 好 都 合 の た め 抵 抗 Ｒ １ ＝ １ ｋ Ω
、 Ｒ ２ ＝ ６ ８ ｋ Ω 、 Ｃ １ ＝ １ ０ ０ ｐ Ｆ で マ ル チ バ イ ブ レ ー タ ー モ ー ド で 発 振 す る 回 路 を 構
成 し た 。 次 に 点 線 で 接 続 さ れ て い る Ｃ ２ の コ ン デ ン サ は 、 ス イ ッ チ 電 極 に 指 が タ ッ チ し た
時 の 容 量 変 化 分 に 相 当 す る 等 価 容 量 用 の コ ン デ ン サ を 表 し て い る 。 通 常 指 1本 で タ ッ チ す
る と ０ ． １ ｐ Ｆ 程 度 静 電 容 量 が 増 加 し 指 ２ 本 で は ０ ． ２ ｐ Ｆ 程 度 増 加 す る 。 Ｃ ３ の コ ン デ
ン サ は 、 発 信 を 安 定 化 さ せ る た め コ ン デ ン サ で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 で は 、 実 際 に 図 １ １ で 示 す タ ッ チ パ ネ ル モ ニ タ で 指 が フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー ス イ ッ チ Ｆ １
を タ ッ チ し た と き の 周 波 数 の 変 化 を 説 明 す る 。
　 ・ 　 指 が Ｆ １ ス イ ッ チ に タ ッ チ し て い な い 状 態 で の 発 振 周 波 数
　 ・ 　 Ｃ ＝ １ ０ ０ ｐ Ｆ （ Ｃ １ ）
　 ・ 　 周 波 数 　 １ ０ ０ ． １ ｋ Ｈ ｚ 程 度
　 ・ 　 指 で Ｆ １ ス イ ッ チ に タ ッ チ し た 状 態 で の 発 振 周 波 数
　 ・ 　 Ｃ ＝ １ ０ ０ ． １ ｐ Ｆ （ 並 列 接 続 Ｃ １ ＋ Ｃ ２ ）
　 ・ 　 周 波 数 　 １ ０ ０ ｋ Ｈ ｚ 程 度
　 指 で ス イ ッ チ Ｆ １ に タ ッ チ し た 時 、 発 振 周 波 数 が 減 少 し た の は 、 ス イ ッ チ 電 極 と 指 の 間
で 静 電 誘 導 が 起 こ り 、 静 電 容 量 が 増 加 し た 。
　 　 そ れ に よ り Ｔ Ｌ Ｃ ５ ５ ５ の タ イ マ ー Ｉ Ｃ の 周 波 数 を 決 定 す る コ ン デ ン サ の 容 量 が 増 加
し た こ と に よ り 、 図 １ ２ で 示 す よ う に 発 振 周 波 数 が １ ０ ０ Ｈ ｚ 減 少 し た 。
　 　 こ の 原 理 を 応 用 し 、 図 ９ で 示 し た 発 振 周 波 数 の 変 位 を Ｃ Ｐ Ｕ の 内 蔵 さ れ た イ ン プ ッ ト
キ ャ プ チ ャ 機 能 の カ ウ ン タ で 各 ス イ ッ チ 毎 に 周 波 数 を 常 時 モ ニ タ し 、 ７ ０ Ｈ ｚ 以 上 減 少 し
た 時 が タ ッ チ し た 場 合 と 規 定 す れ ば 、 フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー Ｆ １ が 特 定 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー Ｆ １ が 特 定 で き た こ と で 、 図 １ ０ の 下 図 の よ う に 拡 張 電 極 シ ー ト を
筐 体 に 貼 り 付 け て 、 筐 体 表 面 に ス イ ッ チ 場 所 を 特 定 の た め の 表 示 シ ー ル を 貼 り 付 け れ ば 、
フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー に タ ク ト ス イ ッ チ が 無 い 静 電 結 合 型 タ ッ チ パ ネ ル モ ニ タ が 実 現 で き る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 　 上 記 原 理 を 応 用 し て 、 フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー や 固 定 キ ー 部 に 、 メ ン ブ レ ン ス イ ッ チ に 点
字 を 付 加 し た 、 視 覚 障 害 者 に も 広 く タ ッ チ パ ネ ル を 利 用 で き る シ ス テ ム に 応 用 す る 。 具 体
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的 な 方 式 と し て 図 １ ３ に 示 す 構 造 で 、 ス イ ッ チ に 非 接 触 状 態 で の 発 信 周 波 数 、 点 字 の 上 に
指 を 置 き 、 左 右 に 滑 ら し た 状 態 の 発 信 周 波 数 、 図 １ ３ 下 図 の 状 態 で メ ン ブ レ ン ス イ ッ チ を
押 し 込 ん だ 発 信 周 波 数 ３ 段 階 の 状 態 を 不 揮 発 性 の メ モ リ 記 憶 し 、 変 化 量 を 比 較 す れ ば メ ン
ブ レ ン ス イ ッ チ の 押 さ れ 方 に よ り 発 振 周 波 数 が 変 化 す る の で 、 Ｏ ｎ ／ Ｏ ｆ ｆ の 判 断 が 可 能
で あ る 。 視 覚 障 害 者 の 方 の メ ン ブ レ ン ス イ ッ チ を 、 押 し た ク リ ッ ク 感 と 周 波 数 が 変 化 し た
量 に よ り 、 点 字 入 力 機 能 が 搭 載 さ れ た 静 電 容 量 型 タ ッ チ パ ネ ル が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 　 メ ン ブ レ ン ス イ ッ チ に 更 に 強 い ク リ ッ ク 感 を 出 す た め に ク リ ッ ク ド ー ム （ 金 属 製 ） を
内 蔵 し た り 、 筐 体 に 窪 み を 付 け て 深 い 押 し 圧 感 を 出 す こ と も 発 信 周 波 数 を 不 揮 発 性 メ モ リ
に 記 憶 さ せ 変 化 量 を 比 較 す れ ば 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 　 次 に 平 面 パ ネ ル に 限 ら ず 、 図 １ ４ に 示 し た Ｉ Ｔ Ｏ 透 明 電 極 を Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム で 挟 み 込
み 筐 体 に 貼 り 付 け る た め に 両 面 テ ー プ を 付 け る 。 フ ィ ル ム 状 で 構 成 さ れ て い る た め 、 曲 面
に も 貼 り 付 け る こ と が 可 能 で あ り 、 静 電 容 量 式 の 曲 面 ス イ ッ チ が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 抵 抗 膜 方 式 タ ッ チ パ ネ ル の 構 造 図 。
【 図 ２ 】 一 般 的 な タ ッ チ パ ネ ル 付 き モ ニ タ 。
【 図 ３ 】 透 明 電 極 シ ー ト の 構 造 図 。
【 図 ４ 】 静 電 容 量 型 タ ッ チ パ ネ ル の 構 造 図 。
【 図 ５ 】 拡 張 電 極 シ ー ト 構 造 図 。
【 図 ６ 】 静 電 容 量 型 拡 張 タ ッ チ パ ネ ル 構 成 図 。
【 図 ７ 】 静 電 容 量 型 タ ッ チ パ ネ ル の シ ス テ ム 構 成 図 。
【 図 ８ 】 拡 張 電 極 シ ー ト 構 成 図 。
【 図 ９ 】 静 電 容 量 型 タ ッ チ パ ネ ル 制 御 回 路 ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 １ ０ 】 静 電 容 量 型 タ ッ チ パ ネ ル 付 き モ ニ タ 。
【 図 １ １ 】 発 信 回 路 の 等 価 回 路 。
【 図 １ ２ 】 発 信 周 波 数 の 変 化 。
【 図 １ ３ 】 静 電 容 量 型 点 字 入 力 ス イ ッ チ 。
【 図 １ ４ 】 静 電 容 量 型 局 面 ス イ ッ チ 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 １ 　 発 信 回 路 　
　 ２ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
　 ３ 　 Ｉ ／ Ｏ 端 子
　 ４ 　 ス イ ッ チ 電 極 切 り 換 え 回 路
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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